
翼籠輩蓬諦発掘調査一般公開
平虎 7鴫月31日 1日 )

静岡市教育委員会

1 遺跡の名称  異龍坪遺跡 (いりゅうつぼいせき)

2 所 在 地  静岡市駿河区宮川

3 調 査 期 間  平成27年1月 ～平成27年 10月 (現地調査)

4 調査主体者  静岡市教育委員会 (静岡市観光交流文化局歴史文化課)

5調 査 概 要

東名高速道路スマートインターチェンジ建設計画|二年う≒ ,ヨ査の結果、これまで彙られていなか
った遺跡の存在が明らかとなり、工事前に発掘調査を行い、遺

=つ
なヽを議べ、記録していくことに

なりました。遺跡は、古墳時代前期(西1替4世紀頃)Ctcと考えられ、見つかった静岡市駿河区宮川こあざ

の小字名から「異龍坪遺跡」と命名されました。

調査箇所は4つに分かれ、今回公開するのは南東3調査区です (調査区配置図参照)。 現地表こふ ん じだ ぃ

(水 田)下約1.8mで古墳時代前期 (西薔4世紀頃)の建考す (言笑)が4棟以上、溝状遺構、土坑が見
つかり、古墳時代前期の集落の一部であることがわかりました。 調査区南端の2号溝状遺構は、集

落の外と内を区画する溝である可能性があります。静岡平野においては、弥生時代に引き続く古墳時
代前期の集落遺跡の調査例が少なく、集落の構造を知る上で貴重な資料といえますこ
また、平安時代の自然流路が見つかり、その中から、斎串や人形(まつりに使われた本製の道具、かたしろ

形代)が40点以上出土しました。(右図「遺重≡置図」参照)

今回出土の人形
(未実測 ;縮尺不同)

ケイセイ遺跡

元宮川

■]「 写遺跡

遺跡位置図 (遺跡分布図)
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自然流路 (平郵馴→
流れはあまりなくよどんだ状態にあったようです

遺構配置図

2号溝状遺構 ⊂澤菱ボ前朗)

集落の外と内を区画する溝と考えられます

彫 (割 り
自然流路か鰤 具が数多く甲,っかりまlル
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柱が沈漱 いよ党勘反が3縫されています


